
上信自動車道の指定状況

渋川市金井に所在する金井東裏遺跡で古
墳時代後期の６世紀初頭に噴火した、榛名
山二ツ岳の火山灰の中から、甲を装着した
成人男性の人骨や乳児の頭骨が発見されま
した。
古墳時代において、人が甲を装着した状
態で出土した例は全国で初めてであり、ま
た火山灰の中から人骨が出土した例も全国
初です。

上信自動車道 吾妻西バイパス（四戸地区）

発掘された甲◆金井東裏遺跡 甲を着た古墳人
よろい

※「甲を着た古墳人」のレプ
リカは、群馬県埋蔵文化財調
査センター発掘情報館に展
示されています。

甲を着た古墳人

【関係連絡先一覧】

上信自動車道における景観誘導地域の指定

景観誘導地域とは

本県では、観光ルート等における良好な景観形成を図り、観
光県ぐんまの魅力を高めるため、平成29年度に群馬県屋外広
告物条例の一部を改正し、群馬県独自の制度である「景観誘導
地域」を新設しました。
景観誘導地域に指定された地域では、地域の景観特性に応じ
た屋外広告物の規制を行うことが可能となります。

上信自動車道景観誘導地域

草津温泉や四万温泉、八ッ場ダムなどへの観光ルートとなる
上信自動車道において、良好な景観を形成するため、平成29
年4月に初めて上信自動車道の一部を景観誘導地域に指定し
ました。
現在までに、上信自動車道の渋川西バイパス（現道活用区間
を除く）から長野原バイパスまでの区間が指定されています。

群馬県

高規格道路

〈参考〉上信自動車道の事業地で発掘された文化財

【渋川市内に関すること】
◆渋川土木事務所
〒377-0027 渋川市金井395
TEL.0279-22-4055(代表)

【吾妻郡内に関すること】
◆上信自動車道建設事務所
〒377-0８０１ 吾妻郡東吾妻町大字原町5142
TEL.0279-26-3004(代表)

◆中之条土木事務所
〒377-0４２４ 吾妻郡中之条町大字中之条町７０９ｰ1
TEL.0279-75-30４７(代表)

【その他事業全般に関すること】
◆整備区間担当：道路整備課
◆調査区間担当：都市計画課道路交通計画室
〒371-8570 前橋市大手町一丁目1番1号
TEL.027-223-1111(代表)
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整備区間約８km
長野原嬬恋バイパス

現道活用区間
約２km
長野原バイパス

整備区間約９km
八ッ場バイパス

整備区間約7km
吾妻西バイパス

整備区間約６km
吾妻東バイパス

整備区間約７km
吾妻東バイパス２期

整備区間約４km
祖母島～
箱島バイパス

整備区間約２km
川島バイパス

整備区間約１km
金井バイパス

整備区間約２km
渋川西バイパス
(現道活用区間を除く)

本 線

アクセス道路
景観誘導地域 本線から両側３００m

アクセス道路から両側１００ｍ

上信自動車道

上信自動車道景観誘導地域導入のイメージ

○ 景観誘導地域に指定した場合（許可基準の特例を設けた場合）

○ 景観誘導地域に指定しなかった場合（従来の許可基準と同じ）

上信自動車道からの眺望景観
を直接阻害する広告物が出現
するおそれ

上信自動車道からの眺望景観を
阻害する大きさの広告物や、周囲
から突出する高さの広告物が出
現するおそれ

設置不可

上信自動車道からの良好な眺望景観を
保全するための新たな基準で設置可

広告物の乱立に
より眺望景観が
楽しめない

良好な眺望景観を
楽しむことができる

●上信自動車道に向けた広告物 ●一般道に向けた広告物

高さは現行基準
１３ｍ→１０ｍ以下

屋上広告物は
設置不可

建植の非自家広告物
は設置不可上信自動車道

●上信自動車道に向けた広告物 ●一般道に向けた広告物

吾妻郡東吾妻町大字三島に所在する四戸
遺跡から、大型の奈良三彩短頸壺（８世紀後
半）が出土しました。
大型の奈良三彩短頸壺が、発掘調査で住
居から完成品の姿で出土したのは全国初で
す。
また、大型の奈良三彩短頸壺の完成品は、
これまで全国で６例しか確認されていませ
ん。

◆四戸遺跡 奈良三彩短頸壺
な ら さんさいたんけい こし ど

※奈良三彩とは・・・奈
良時代に唐三彩をまね
て日本で焼かれた軟質
陶器。緑、褐、白色の釉
を用いて低い火度で焼
いた。正倉院に伝わる
「正倉院三彩」が、その
代表である。



長野県
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ＩＣ

赤城ＩＣ

鳥居峠

小諸ＩＣ

万座温泉

キャベツの即日販売圏域

高規格道路 上信自動車道の概要

広域的な救命救助や被災地への支援物資輸送、経済活動の継続性を確保するため、防災拠点や物流拠点

が集積する防災・物流拠点集積エリア間を連携する強靭な道路ネットワークを構築します。

災害時にも機能する強靭な
道路ネットワークに必要な機能
◆道路閉塞が生じにくく早期に啓開できる幅員の確保
（DID内幅員12ｍ以上、DID外8m以上）

◆寸断要因の排除（落石・土砂崩落、落橋、電柱倒壊）
◆多重化されたネットワークの構築

レジリエンスネットワークのイメージ

工業団地

（物流拠点）

役場

（防災拠点） 迅速かつ大量の支援物資供給
物流機能の継続

無電柱化

バイパス整備

病院・消防等

（防災拠点）

防災拠点

橋梁耐震化

防災・物流拠点
集積エリア

確実な救援・輸送

高速道路ＩＣ

落石対策

物資集積拠点

被災

被災

現道拡幅

沿道建築物の耐震化

防災・物流拠点
集積エリア

円滑な救援活動
物流機能の継続

防災・物流拠点集積エリア間を
結ぶ道路ネットワーク

防災・物流拠点集積エリア内の
主要拠点を結ぶ道路ネットワーク

県を越えた広域的な連携を強化す
る道路ネットワーク

上信自動車道は、群馬県渋川市の関越自動車道・
渋川伊香保インターチェンジ付近から鳥居峠付近
を経由し、長野県側の上信越自動車道へ至る延長
約８３ｋｍの道路です。

本路線は、群馬県及び長野県の「広域道路交通計
画」において高規格道路に位置づけられており、災
害時にも機能する強靭な道路ネットワークを構築
するとともに、物流の効率化や観光振興など渋川・
吾妻地域の活性化支援に大きく寄与する道路です。

※現道の国道３５３号や国道１４４号は、大雨による災害により、度重なる通行
止めが発生。上信自動車道の整備により、ネットワークが多重化。

◆災害時にも機能する強靭な道路ネットワークの構築（レジリエンスネットワーク）

◆朝採り新鮮高原野菜の品質向上と販路拡大

◆東京から高速で約３時間、草津温泉や八ッ場ダム等がより身近に

上信自動車道の整備により関越自動車道の渋川伊香保ＩＣ～各観光施設
へのアクセス時間が大幅に短縮され、観光振興に大きく貢献します。

◆１時間以内に周産期医療へ到着できる範囲が拡大

◆渋川市内の混雑の緩和

渋川市から東吾妻町及び中之条町に至る国
道１４５号・国道３５３号・県道渋川東吾妻線の
一部区間で、平日の混雑時の旅行速度が
15km/h以下となっています。

上信自動車道の整備により、渋滞区間を通過
することなく、渋川地域と吾妻地域が連携され、
交通量の転換が図られるため、混雑の緩和が見
込まれます。

日本一のキャベツの産地である嬬恋村からの即日販
売圏域が拡大する等、吾妻地域の更なる農業の活性化
が期待されます。
車両の大型化等により１回あたりの運搬量が増え、深

刻なドライバー不足解消にも寄与します。

●吾妻地域の周産期医療の現状
• 現在、吾妻地域内には周産期母子医療センター等は立地しておらず、
２０１９年１月から西吾妻福祉病院で分娩の取扱いが休止になったこ
とで、遠方の医療機関を受診せざるを得ない状況となっています。

• 渋川市に群馬県の「総合周産期母子医療センター」である「県立小児
医療センター」があり、自動車で１時間以内に到着できる地域が拡大
します。

上信自動車道整備によるネットワークの多重化

今までの緊急搬送時間を短縮し、周産期医療体制のある県立小児医療センターへ自動車で１時間以内で
到着する範囲が拡大し、周産期医療体制の充実が図られます。

周産期医療とは

「周産期」とは、妊娠２２週から生後満7日未満までの期間をいい、合併
症妊娠や分娩時の新生児仮死など、母体・胎児や新生児の生命に関わ
る事態が発生する可能性があります。周産期を含めた前後の期間にお
ける医療は、突発的な緊急事態に備えて産科・小児科双方からの一貫し
た総合的な体制が必要であることから、特に「周産期医療」と表現され
ています。

整備前

上信自動車道整備による効果
〈即日販売圏域の拡大〉
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上信自動車道の整備イメージ

上信自動車道
長野原

嬬恋バイパス

即日販売圏域
（有料道路非利用）

既存道路
＋長野原町まで開通
＋嬬恋村まで開通

整備効果① 自然災害時の安全安心を確保！

整備効果⑤ 交通混雑の緩和！

整備効果④ 安心な出産を後押し！

整備効果③ 農業活性化へ！

整備効果② 観光誘客を後押し！

西吾妻福祉病院 小児医療センター
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女性1,316人

約9,000人増加（37％増加）

吾妻エリア
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上信自動車道（供用・事業中）

主要な防災拠点（第１次防災拠点）

主要な防災拠点（第１次防災拠点以外）

防災・物流拠点集積エリア

防災・物流拠点集積エリア間を結ぶ道路ネットワーク

出典：地理院地図（淡色地図）を加工して作成



上信自動車道 計画路線図

調査区間
約15km

調査区間
約１6km
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約9km

八ッ場バイパス
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祖母島～

箱島バイパス

整備区間 約5km
渋川西バイパス
【国施工】

上信自動車道 全体整備延長 約83km （うち群馬県 約68km 長野県 約15km）
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暫定供用区間平成10年12月18日
調査区間指定 約20km

平成16年3月30日
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原町赤十字病院

渋川広域消防本部

吾妻広域町村圏
振興整備組合消防本部

渋川医療センター

渋川市役所

東吾妻町役場

長野原町役場
嬬恋村役場

中之条町役場

東部湯の丸ＩＣ

渋 川 市
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吾妻行政県税事務所

道の駅あがつま峡

渋川行政県税事務所

供用済

事業中

調査中

ＩＣ

凡 例

事業中(ICアクセス)

主要な防災拠点
(第一次防災拠点)

主要な防災拠点
（第一次防災拠点以外）

道の駅八ッ場ふるさと館

東 吾 妻 町

須坂長野東ＩＣ

沼田ＩＣ

現道拡幅区間

0.9km

現道活用区間

2.2km

事業中区間

1.9km

開通区間 約1km
金井バイパス

四戸遺跡

佐久平ＳＩＣ

佐久南ＩＣ

藤岡ＩＣ

赤城高原
ＳＡ

昭和ＩＣ

出典：地理院地図（淡色地図）を加工して作成

上信自動車道の道路構造

バイパス名 延長 車線数 設計速度

渋川西バイパス 約５km ４車線 60km/h

金井バイパス 約１km ２車線 60km/h

川島バイパス 約２km ２車線 60km/h

祖母島～箱島バイパス 約４km ２車線 60km/h

吾妻東バイパス２期 約７km ２車線 60km/h

吾妻東バイパス 約６km ２車線 60km/h

吾妻西バイパス 約７km ２車線 60km/h

八ッ場バイパス 約９km
４車線

(暫定２車線)
80km/h

(60km/h)

長野原バイパス 約３km ２車線 60km/h

長野原嬬恋バイパス 約８km ２車線 60km/h

祖母島箱島バイパス箱島IC

金井バイパス金井IC

開通区間の状況

金井バイパス金井IC



渋川市村上

渋川市村上通行規制時の混雑度 １．８４※

※渋川市村上通行規制時の混雑度は交通量配分結果による。混雑度１．０未満は渋
滞はほとんどない状態と推定される。

渋川市村上通行規制時の混雑度 １．４６※

【現況】

平常時の混雑度 １．１６

【現況】

平常時の混雑度 １．１６

箱
島

Ｉ
Ｃ

岡
崎
Ｉ
Ｃ

新
巻
Ｉ
Ｃ

×××

法面崩落による通行規制箇所

• 道路構造の基準を国際海上コンテナ車対応に引上げ

• 構造上支障のない区間は、国際海上コンテナ車の特車許可不要

• 地方自治体事業は個別補助制度も活用して支援

群馬県広域道路交通計画（２０２２ー２０４１）

■目的

■計画期間

群馬県広域道路交通計画とは

群馬県広域道路交通計画 2022-2041

20年先の群馬の将来を見据えた広域的な道路交通の方向性

・地域の現状と将来像
・将来像の実現に向けた課題と課題解決に向けた方向性
・広域的な道路交通の基本方針と政策・施策

・広域道路ネットワーク計画
・交通、防災拠点計画
・ICT交通マネジメント計画

高規格
道路

一般広域道路

広域道路
（基幹道路）

その他広域道路

広域道路ネットワークの階層

• 広域道路（基幹道路）のうち、高規格道路以外の道路で、求められるサー
ビス速度が概ね40km/h以上の道路。

• 広域道路（基幹道路）を補完し、高速道路ＩＣや主要な交通拠点へアクセ
スする道路や、地域連携を促進する広域的な主要幹線道路。

高規格道路

一般広域道路

その他広域道路

広域道路ネットワーク計画

広域道路ネットワーク計画図

開通済み区間における効果

○金井IC～箱島IC開通の効果

金井IC～箱島IC間の整備によって夕方の混雑時間帯の移動時間が約３割短縮（約４分短縮）しました。

■移動時間の短縮

金井IC～箱島IC間における
移動時間

渋川市村上では過去に法面崩落による

通行規制が発生しており、通行規制時は

並行する県道が混雑していました。

上信自動車道の整備により自然災害時

における代替路を確保しました。

■安全・安心の向上

通行規制による混雑度

国道３５３号法面崩落の様子(H15)

重要物流道路の指定

①上信自動車道

②熊谷渋川連絡道路

群馬県内の高規格道路

重要物流道路とは

重要物流道路とは、平常時・災害時を問わない安定的な輸送を確保するため、物流上重要な道路輸送網として国

土交通大臣が指定した路線で、機能強化や重点支援が実施されます。

また、重要物流道路の代替・補完路をあわせて指定し、重要物流道路や代替・補完路については、災害時の道路啓

開・災害復旧を国が代行することが可能となります。

上信自動車道における重要物流道路
（事業区間・供用区間）の指定状況(R６.4.1時点) 

ネットワークイメージ
重要物流道路指定の効果

至金井ＩＣ

開通済み区間

事業中区間

上信自動車道
の位置づけ

上信自動車道

上信越自動車道

関越自動車道

北関東自動車道

東北自動車道

熊谷渋川連絡道路

広域道路交通の基本構想
（ビジョン）

広域道路交通の基本計画
（計画）

• 高速道路と一体となって機能する、もしくはこれらを補完して機能する

広域的な道路ネットワークを構成する道路。

• 地域の実情や将来像（２０年後）に照らした事業の重要性・緊急性や、地域

の活性化や大都市圏の機能向上等の施策との関連性が高く、十分な効果

が期待できる道路。

• 求められるサービス速度が概ね60km/h以上の道路。

【事業区間】(国)17号(渋川市石原～同市金井：渋川西バイパス)

（国）144号(与喜屋IC～鎌原IC:長野原嬬恋バイパス）

（国）145号(厚田IC～植栗・中之条IC:吾妻東バイパス）

（国）353号(箱島IC～植栗・中之条IC:吾妻東バイパス２期）

【供用区間】(国)17号(渋川市中村～同市石原：渋川西バイパス)

２０年先のぐんまの将来を見据えた広域的な道路交通の方向性を定め、今後の計画的な道路整備や維持管理、
効率的な道路交通マネジメント等を推進するため、策定するものである。

20２２年(令和４年度) から２０年間

出典：地理院地図（淡色地図）を加工して作成


